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1．はじめに
　幼稚園や保育所，認定こども園等で，幼児が土
を使って遊んでいる様子を見ることができる。土
は突きかためて山やトンネルを作ったり，水を加
えて練って感触を楽しんだり，泥団子やごっこ遊
びの材料にしたりと，さまざまな遊びを展開する
ことができる。
　筆者が 4 歳〜 5 歳頃，通っていた保育園で泥団
子づくりが子どもたちの中で流行し夢中で作って
いた。当時作っていた泥団子は，光る泥団子では
なく，出来るだけ丸く作り，ひたすら丈夫さを求
めて作ろうと試みていた。
　誰が始めたのかは定かではないが，園庭の表面
の砂を払って出てきた，硬く踏みしめられた土を
削って団子をつくり，砂を振りかけて丸一日建物
の陰になる部分に保管しておく。そうすること
で，乾燥してもひび割れず，丈夫な泥団子ができ
ると伝わっていた。当時の子どもたちは，口伝で
製法や，保管するのに適した場所を伝え合ってい
た。
　土は子どもにとって身近な環境からの入手が容
易な素材である。そして，環境との対話，他者と

の対話，それぞれの始まりの時期に寄り添うこと
のできる，優れた素材である。
　土の色や質感は多様であり，その土地の太古か
らの記憶を保存している。土の色や質感をもと
に，その場所がどのような場所であったのかをう
かがい知ることができる。土はその地域の環境と
密接な関わりを持っている。
　土の色は，ほとんどが「茶色」とイメージする
だろう，しかし，土色と言っても，色彩は多様で
あり，個性豊かである。アーティスト，栗田宏一
は保有している10,000種類以上の土のコレクショ
ンを紹介している。（栗田，2004）本書では，そ
の一部を取り上げているが，紹介されている一部
のコレクションだけでも，市販の絵の具以上に色
彩豊かである。
　土は我々の身近に存在し，衣食住の全てに関
わっている。現代においても，伝統工芸として姿
を残すものもある。
　本稿では，身近な素材である土に着目し，「環
境」と「表現」との結びつきを意識した教材につ
いて探る。
　研究にあたって，福岡教育大学附属幼稚園で平

　子どもたちにとって身近な素材である「土」を使った造形教材の開発を行う。幼児が身近な環境と主体的
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した。土は，地域や場所によって色や特性が異なり，ふるい分ける，水を加えるなど，取り扱い方よって，
様々な質感に姿を変える。
　本稿では，土を素材とし，五感を通して色や質感の違いを楽しみ，素材の特性を活かした造形活動を楽し
むことのできる教材として，土のクレヨンの製作を行った。
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成 30 年度から実施している「土プロジェクト」
に関わる機会をいただいた。
　土プロジェクトでは，五感を通して色や質感の
違いを楽しみ，素材の特性を活かした表現活動を
楽しむことのできる教材として，土のクレヨンを
製作した。
　クレヨンは幼児にとっても身近な画材であり，
土のクレヨンを作る過程では，土の色彩の多様性
や，道具や他の素材との組み合わせによる質感の
変化なども，同時に楽しむことができる。
　クレヨン作りや，プロジェクトを通し，幼児
たちは採取した場所による土の色や質感の違い，
様々な道具や素材との組み合わせによる，土の感
触の変化に気付き，積極的に園内の環境に関わり
を持って遊ぼうとする様子が見られた。

2．環境と土
　土は非常に身近に存在する素材である。どこに
でもある，ありふれた存在ではあるが，その土地
の土を見ることで，地域の特性や成り立ち，環境
を知るきっかけともなる。
　土は古来より衣・食・住それぞれに関わる素材
として，我々の生活を支えるものでもあった。素
材として身近にあり，入手しやすい土は，継続的
な生産にも寄与することとなり，現代において，
伝統工芸としてのアイデンティティを獲得してい
るものも多い。
　陶芸，人形，染物，岩絵具，土壁，畳，直接的
な素材では無いが，鋳物も伝統的な鋳造技法で
は，土を鋳型の材料として用いる。
　伝統工芸品は，プラスチック製品などが生産さ
れる遥か以前より，その製法が確立しているもの
であり，伝統に則って製作した場合は材料だけで
はなく，製作に関わる道具についても，環境負荷
の小さい天然由来のものであることが多い。さら
に，製品の修復方法や，修復不能であった場合の
リサイクル方法も用意されており，無駄がない。
　地域によっては，博多塀，トンバイ塀など，割
れた瓦や陶器，使い古した耐火煉瓦などの廃材を
リサイクルして作った塀などを見ることができる。
　伝統工芸等で土を素材として使用する場合は，
用途に応じて調整する必要がある。土の質感を整
える際には，篩にかける方法が一般的だが，よ
り肌理の細かい土を得ようとする場合は，「水簸

（すいひ−水干，水飛，水漉と表記する場合もあ
る）」という方法をとる。
　水簸は，粒子の大きさの違いによる，水中での
沈殿速度の差を利用した分別方法である。土を水

に入れてよく撹拌し，しばらく時間を置くと，粒
の大きな砂などは下に沈み，細かな粒子の土や粘
土分は泥水となって水中に漂う状態となる。
　容器の底に沈殿した土や砂が混ざらないよう，
静かに上澄みを別の容器に移し，乾燥させて水分
を抜くと，非常に細かな粒子の土を得ることがで
きる。沈殿を待つ時間を調整することによって，
さらに細かな粒子の土に分別することも可能であ
る。
　掘り出したばかりの土は，土以外の不純物が混
じる場合もある。植物片など，軽い不純物は水面
に浮かんだ状態となるため，細かな篩を通すこと
によって除去することができる。篩だけでは除去
することはできない不純物も，水簸によって取り
去ることができるため，陶芸などで使用する陶土
の調整にも，水簸を用いる場合がある。（関根，
2017）

3．子どもの造形活動への応用
　土を用いた保育は，多くの幼稚園，保育所，認
定こども園等でも取り入れられている。土の魅力
は入手の容易さ，色彩の多様さ，感触の面白さ，
可塑性など，多岐にわたる。
　土を採取する活動からも，多くの経験を得るこ
とができる。いい土を探すために，子どもたちが
協力しあって探索することもあるだろう。素材を
採取するために土を掘り起こす過程で，様々な生
き物との出会いも経験することができる。
　造形の素材としてだけではなく，土を起点とし
て，周囲の環境に対して興味を持つきっかけとも
なる。
　幼児の遊びの中で水簸を行う機会はあまりない
だろうが，使う道具は一般的なものばかりであ
り，新たに道具を購入しなくとも，すぐに保育に
取り入れることができる。
　ペットボトルなどの，透明な空き容器を使うと，
土の攪拌も容易であり，土が沈殿して層に分かれ
る様子を観察することができる。水簸で取り出す
ことができる，粘土分を多く含んだとろとろの土
の感触も楽しむことができるが，時間経過によっ
て変化する土の様子を観察することも，十分に楽
しむことができる要素の一つではないだろうか。
　幼児は何気ない遊びや活動を通して，様々な経
験をしている。「土」というプリミティブな素材
は，取り扱いによって，様々な姿に形を変える。
幼児は五感を使って素材の様子や変化を楽しむ。
そこで得た経験を，これまでに得た経験と関連付
けながらさらに遊びを発展させていく。
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　土の扱いには時間がかかることもある。季節に
よっては，水を足して練り合わせ，形を整えて固
まるまでに一晩程度の時間を要するだろう。幼児
はいろいろな工夫をしながら，翌日の結果を楽し
みに過ごすことが出来る。これらの活動から，継
続的に物事を観察する力と想像力が育まれるので
はないだろうか。

4．土を使った表現教材「土のクレヨン」
　子ども同士での伝え合いで，遊びが発展してい
く様は理想の保育の一つと言える。子どもだけで
遊びを深め，発展させてゆくためには，煩雑な工
程や，大人の手を必要とする技術を減らし，でき
るだけシンプルで，新しい遊びを見つけることの
できる余地を残した教材であることが望ましい。
　本稿では，土を用いた造形表現の教材として

「土の画材」を提案したい。子どもにとって身近
な土を用い，身近な道具であるクレヨンや，パス
テルなどの画材を作り，保育の中に取り入れる。
作ることの楽しさと，使うことの楽しさ，双方を
味わうことができる。
　自分で色々な土を集め，時間をかけて土を調整
して画材を作る。土を集める場面では，土の色や
質感の多様性に気づき，土を調整する際には，篩
や水を使うことによって変容する，土の様子を見
て楽しむことだろう。日常の中で気づいたことと
関連づけて，土を起点にさらに多くのことを発展
させていくことが期待できる。
　土の画材は，周囲の環境から入手した素材を使
うことによって，再度元の場所に戻しても環境に
負荷を与えにくいという利点がある。
　本教材は，「周囲の自然から得て，遊びを通して
自然に還す」をコンセプトとして据えて展開する。
　土のパステルは，土に含まれた粘土分が結合材
として働くため，水簸した土だけで作ることがで
きる。（栗田，2004）水簸して，水分をある程度
飛ばした泥状の土を型に流し込み，日陰で乾燥さ
せるだけでパステルが出来上がる。
　パステルは土そのものの色味のため，土本来の
色を楽しむことができる。紙などに描いた感触も
サラサラとしており，非常に心地よい。コンクリー
トの地面などにも描くことができ，水で洗い流す
ことができるため，様々な遊びに応用することが
できる。しかし，紙に描いた場合は剥がれやすく，
少し手で擦るだけで消えてしまう。また，つるつ
るとした質感の素材には描くことが困難である。
　パステルをより扱いやすくするために，ワック
ス分を添加したものがクレヨンである。紙などへ

の食いつきがよく，多少手で擦っただけでは落ち
ることはない。
　インターネットの検索サイトで，「クレヨンづ
くり」と検索すると，いくつかの実践例を確認
することができる。また，「図画工作・造形教育
教材集＜改訂版＞子どものための美術 Art for 
Children 2020」，「土のコレクション」でも，ク
レヨンの作り方について確認することができた。
　クレヨンの材料や，素材の用途に関しては，各
資料に加え，画材メーカー大手の「サクラクレパ
ス」のホームページのコラムでも紹介されている。
　クレヨンは，顔料とワックスから作られる。
ワックスの素材に応じて，使い勝手を良くするた
めに，オイル状の素材を添加する場合もあり，そ
のレシピは用途や，製作する状況に応じて工夫さ
れている。
　現在の日本製のクレヨンには顔料と固形ワック
スに加え，体質顔料と液体油を混ぜ，よりなめら
かに描きやすいよう，軟らかめに調整されている。
　素材を混合した後に，使いやすい形に成形する
方法は，練り合わせて成形する方法と，型に流し
込む方法の 2 点に絞られた。
　教材の製作にあたって，土のクレヨンの試作を
行った。素材として使用した土は，大学内で採取
したものである。
　土の粒度の調整には，水簸と，篩にかける方法
の 2 パターンを試した。水簸した土は滑らかな感
触だが，篩にかけた土は，少し砂っぽい，ザラザ
ラとした感触が残る。特に水を混ぜて指先で練る
と，より顕著に違いがわかる。
　使用するワックスは，自然環境に影響の小さな
素材として，蜜蝋を使用した。蜜蝋のみを使用し
たクレヨンは硬く粘り気があり，伸びが悪い。描
き味も悪く，市販のクレヨンのようにスラスラと
は描けない。蜜蝋の粘り気を減らし，描き味を高
めるため，サラダ油を添加することとした。
　しかし，サラダ油を添加しすぎると，クレヨン
としての形状を保ちにくくなり，紙などに描こう
とするとすぐに折れてしまう。また，時間が経過
すると，クレヨンの表面に油分が滲み出し，ベタ
つきが生じる。同時に油が酸化した，どことなく
嫌なニオイも発生させてしまうこともある。
　顔料，ワックス，添加するオイルの分量の比率
は非常にシビアであり，特に天然の素材を使用す
る場合は，その素材の特性を理解して，分量を調
整する必要がある。
　滑らかな書き心地を追求すると，石油由来のパ
ラフィンを，固形ワックス分として使用すると良
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いが，外遊びなどで使うことも想定すると，パラ
フィンの使用は少なからず環境に負荷をかけてし
まう懸念があるため，教材のコンセプトからは外
れてしまう。
　後述する附属幼稚園でのクレヨン作りの実践で
は，顔料，固形ワックス，液体油の 3 種類の材料
で構成する，シンプルな製作方法を採用した。ま
た，クレヨンの整形方法については，幼児が出来
立ての熱いクレヨンに触れなくてもよい，型への
流し込みを採用した。
　顔料は水簸した土，固形ワックスは蜜蝋，液体
油はサラダ油をそれぞれ使用した。分量は，出来
上がったクレヨンの様子を見ながら微調整を行っ
たが，概ね体積比で蜜蝋 9：土 5：サラダ油 1 程
度であった。
　実践に向けて準備した蜜蝋を溶かすためには，
65℃程度の温度が必要であった。溶かした蜜蝋に
材料を加え，攪拌する工程も園児に体験してもら
うため，安全面に配慮した溶解用のツールを製作
した。（写真 1）
　蜜蝋は湯煎で溶かすことができるため，沸騰し
ない程度のお湯を張った鍋を使用する。湯煎用の
容器は使い捨てのプラスチックカップ（インサー
トカップ）を使用した。プラスチック製のカップ
を使用する際には，耐熱温度を確認する必要があ
る。多く流通しているプラスチックカップは，通
常冷たい飲み物を飲む際に使用するものであり，
温かい飲み物を入れることを想定していない。耐
熱温度は 60℃程度のものが多く，蜜蝋の湯煎に
は不向きである。本実践で使用したインサート
カップは，ホットコーヒーなどでの使用を想定し
た商品である。耐熱温度は 80℃であり，蜜蝋の
湯煎の温度にも耐えることができる。
　熱源は安全性の高い IH クッキングヒーターを
使用した。ヒーターと鍋を取り囲むように木枠を

作り，子どもが直接熱源やお湯に触れることが無
いよう安全面に配慮した。囲いの天板には，湯煎
用のカップを入れるために 5 つの穴を開け，中央
にデジタル温度計を設置できるよう小さな穴を開
けている。

5．福岡教育大学附属幼稚園の実践
　福岡教育大学附属幼稚園の中村春美教諭が担
任をされたクラスでは，平成 30 年度から，土を
テーマとした「土プロジェクト」に取り組んでい
る。
　「土プロジェクト」での取り組みについて，中
村教諭へのインタビューを行い，土プロジェクト
の始まりから，その後の展開までをまとめた。

　平成 30 年度からの土プロジェクトの流れは以
下の通りであった。

①　 平成 30 年 5 月頃〜「土プロジェクトの始
まり」

②　 平成 30 年 7 月頃〜「サラサラ土遊び」
③　 平成 30 年 10 月頃〜「サラサラ土でのお菓

子作り」
④　 平成 31 年 1 月頃〜「光る泥団子作り」
⑤　 令和元年 5 月頃〜「土でのお絵かき」
⑥　 令和元年 5 月頃〜「土のクレヨン作り」

①土プロジェクトの始まり
　4 歳児クラスの幼児たちは，5 歳児クラスの幼
児たちが土を型に入れて固めて遊んでいる姿を真
似して遊び始めたことから，土を使った遊びが自
然発生的に始まった。土を食べ物に見立て，土の
チョコレート作りとして遊びを楽しんでいた。
　4 歳児クラスの担任である中村教諭が「土の
色って，どんな色？」（栗田，2006）と出会い，
プロジェクトとして発展した。

②サラサラ土遊び
　土のチョコレート作りは継続しており，遊んだ
あとの，ボウルに残った乾いた土から，サラサラ
とした土の状態に気づいて遊び始めた。
　遊びの中では，ボウルにくっついた土を潰し，
細かな粉末にして集めたり，感触を楽しんだりす
る様子が見られた。
　それまでも，砂場にある網目の粗いプラスチッ
クの篩を使って，サラサラの砂を作って遊ぶ姿も
見られていたため，次の展開として新たに茶漉し
や，篩った土を入れる透明な容器を準備しておい

写真 1　クレヨン作りのための溶解用ツール
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た，クレヨンの整形方法については，幼児が出来

立ての熱いクレヨンに触れなくてもよい，型への

流し込みを採用した。 

 顔料は水簸した土，固形ワックスは蜜蝋，液体

油はサラダ油をそれぞれ使用した。分量は，出来

上がったクレヨンの様子を見ながら微調整を行な

ったが，概ね体積比で蜜蝋 9：土 5：サラダ油 1

程度であった。 

 実践に向けて準備した蜜蝋を溶かすためには，

65℃程度の温度が必要であった。溶かした蜜蝋に

材料を加え，攪拌する工程も園児に体験してもら

うため，安全面に配慮した溶解用のツールを製作

した。（写真 1） 

 蜜蝋は湯煎で溶かすことができるため，沸騰し

ない程度のお湯を張った鍋を使用する。湯煎用の

容器は使い捨てのプラスチックカップ（インサー

トカップ）を使用した。プラスチック製のカップ

を使用する際には，耐熱温度を確認する必要があ

る。多く流通しているプラスチックカップは，通

常冷たい飲み物を飲む際に使用するものであり，

温かい飲み物を入れることを想定していない。耐

熱温度は 60℃程度のものが多く，蜜蝋の湯煎には

不向きである。本実践で使用したインサートカッ

プは，ホットコーヒーなどでの使用を想定した商

品である。耐熱温度は 80℃であり，蜜蝋の湯煎の

温度にも耐えることができる。 

 熱源は安全性の高い IH クッキングヒーターを

使用した。ヒーターと鍋を取り囲むように木枠を

作り，子どもが直接熱源やお湯に触れることが無

いよう安全面に配慮した。囲いの天板には，湯煎

用のカップを入れるために５つの穴を開け，中央

にデジタル温度計を設置できるよう小さな穴を開

けている。 

 

⒌福岡教育大学附属幼稚園の実践 

 福岡教育大学附属幼稚園の中村春美教諭が担任

をされたクラスでは，平成 30年度から，土をテー

マとした「土プロジェクト」に取り組んでいる。 

 「土プロジェクト」での取り組みについて，中

村教諭へのインタビューを行い，土プロジェクト

の始まりから，その後の展開までをまとめた。 

 

 平成 30 年度からの土プロジェクトの流れは以

下の通りであった。 

 

① 平成 30年 5月頃〜「土プロジェクトの始ま

り」 

② 平成 30年 7月頃〜「サラサラ土遊び」 

③ 平成 30年 10月頃〜「サラサラ土でのお菓

子作り」 

④ 平成 31年１月頃〜「光る泥団子作り」 

⑤ 令和元年 5月頃〜「土でのお絵かき」 

⑥ 令和元年５月頃〜「土のクレヨン作り」 

 

①土プロジェクトの始まり 

 4歳児クラスの幼児たちは，5歳児クラスの幼児

たちが土を型に入れて固めて遊んでいる姿を真似

して遊び始めたことから，土を使った遊びが自然

発生的に始まった。土を食べ物に見立て，土のチ

ョコレート作りとして遊びを楽しんでいた。 

 4 歳児クラスの担任である中村教諭が「土の色

って，どんな色？」（栗田，2006）と出会い，プロ

ジェクトとして発展した。 

 

②サラサラ土遊び 

 土のチョコレート作りは継続しており，遊んだ

あとの，ボウルに残った乾いた土から，サラサラ

とした土の状態に気づいて遊び始めた。 

 遊びの中では，ボウルにくっついた土を潰し，

（写真 1）クレヨン作りのための溶解用ツール 
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た。
　そこから次の遊び，サラサラ土作りが始まった。
サラサラ土作りでは，透明な瓶に入れた土に，色
の違う層が出来ていることに気づき，土によって
色が違うことに気づき始める様子が見られた。
　土を採取した築山の上と下，近い場所でも採取
した場所による色の違いが出ることにも気づいて
いた。

③サラサラ土でのお菓子作り
　サラサラ土を使い，これまでに遊んでいた型に
土を入れて固める遊びを発展させ始めた。掘り出
したままの土ではなく，サラサラの土を使うこと
で，もっと綺麗な土のチョコレートができるので
はないかという期待を持って始めた。
　しかし，乾燥時に割れてしまうなど，うまく固
まらない失敗が続いた。幼児たちは，型の大きさ
を変えるなど，それぞれが工夫しながら，新しい
遊びに挑戦し始めていた。
　幼児たちは，遊びの中からサラサラ土に水をた
くさん加えることによって，クリーム状の土がで
きることに気づいた。ここから，クリーム状の土
を，これまで作っていた粒の大きな土を固めた土
台にかけるケーキ作りの遊びが始まった。
　土のお菓子作りが広がる中で，幼児のひとりが
水の量を少なくして練ることで，モチモチのお餅
のような感触になることに気づいた。土と水の量
の加減で，いろいろなものが作れることに気づ
き，土のお菓子作りがさらに発展した。

④光る泥団子作り
　土のお菓子作りから発展し，泥団子作りが始
まった。筆者が本プロジェクトに関わる中で，光
る泥団子を作り，幼児が気づきやすい場所にそっ
と置いておいた。幼児は早速光る泥団子に気づ
き，同じように泥団子を光らせようと試行錯誤し
始めていた。
　進級後も，継続的に泥団子作りを行っていた。
遊びの中から，偶然幼児が築山の特定の場所で取
れるフワフワの土をかけることで，自らピカピカ
の泥団子の作り方に気づいた。小石が混ざった土
だが，泥団子に振りかけることによって，小石は
下に落ち，フワフワした土だけが団子の上に残る
状況に気づき，幼児同士で教え合うことで光る泥
団子作りをさらに発展させた。

⑤土でのお絵かき
　泥団子や土のお菓子作りなど，土を使った遊び

を楽しむ中で，幼児は土の状態に敏感に気づくよ
うになった。遊びに使う土を採取する最中に，石
とは異なる，硬い土の塊の存在に気づいた。
　土の塊を見つけた幼児は，砂場を囲うコンク
リートのところに持って行き，絵を描き始める様
子が見られた。

⑥土のクレヨン作り
　これまでの遊びが関連し合う，新しい遊びとし
て「土のクレヨン作り」を中村教諭から幼児たち
に対して提案した。筆者がゲストティーチャーと
して関わり，水簸での素材作りと，土のクレヨン
作りを行った。
　素材作りでは，幼児にとって新しい試みであ
る，水簸を行った。水と土を混ぜて泥水を作り，
しばらく待つと層に別れる。幼児たちは，その状
態を太陽に透かしながら観察して楽しんでいた。
　集めた上澄み液を乾燥させ，細かい粒子の土を
集める工程では，板状に固まった土を砕く際に出
る土煙を見て，これまでに作っていたサラサラ土
とは違う質感に気づく様子も見られた。
　また，水たまりが干上がった後，表面に残るべ
たついた土と，水簸した際に出来た土の状態との
間に共通性を見つける様子も見られた。
　土のクレヨン作りでは，幼児たちが集めて作っ
た赤土と築山の黄土色のサラサラ土を使った。幼
児たちはそれぞれの土を単独で使ったり，混ぜ合
わせたりしながらクレヨン作りを楽しんだ。
　幼児たちからは，乾燥した状態の土と，クレヨ
ンに混ぜた時の土の色の違いに気づく様子がうか
がえた。完成した土のクレヨンを見て，「チョコ
レートみたい」，「使うのがもったいない」など，
自ら作ったクレヨンに愛着を持つ様子も見られ
た。

その後
　土遊びが附属幼稚園全体の伝統になり，幼児た
ちの遊びの中で継続している。土で遊ぶ年長児の
様子を見た年小・年中児が真似をして遊ぶ姿や，
子ども同士の伝え合いなどから，持続的に遊び続
ける姿が見られる。
　保育者からのアプローチとして，保育環境の中
に，茶こしや細かな網目の篩が砂場のおもちゃと
して配置されるようになった。
　幼児たちは土や土の中の世界への興味が増し，
土を掘って様々なものを見つける機会が増えた。
築山を掘って大きな穴を作り，水を貯めて温泉
ごっこを楽しむ姿や，その近くでは練った土をコ
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テでならし，工事ごっこを楽しむ様子も見られ
た。また，腐葉土作りや，土を掘って遊ぶ中で，
土中の生き物にも興味を持ち，季節による土の中
の生き物の変化などについても知るきっかけとも
なった。

6．考察
　「土を使った表現教材」と，身近な環境との関
わりに関する領域「環境」，感性と表現に関する
領域 「表現」との関連性について表に示し，整理
した。（表 1）
　土のクレヨン作りでは幼稚園の園内環境や，隣

表 1　領域「環境」，「表現」と「土を使った表現教材」との関わり（筆者作成）

して配置されるようになった。 

 幼児たちは土や土の中の世界への興味が増し，

土を掘って様々なものを見つける機会が増えた。

築山を掘って大きな穴を作り，水を貯めて温泉ご

っこを楽しむ姿や，その近くでは練った土をコテ

でならし，工事ごっこを楽しむ様子も見られた。

また，腐葉土作りや，土を掘って遊ぶ中で，土中

の生き物にも興味を持ち，季節による土の中の生

き物の変化などについても知るきっかけともなっ

た。 

 

⒍考察 

 「土を使った表現教材」と，身近な環境との関

わりに関する領域「環境」，感性と表現に関する領

域 「表現」との関連性について表に示し，整理し

た。（表１） 
 土のクレヨン作りでは幼稚園の園内環境や，隣

接する大学の環境から得た土を素材として使用し

 （表１）領域「環境」，「表現」と「土を使った表現教材」との関わり（筆者作成） 

 内容（幼稚園教育要領より） 土のクレヨン作りでの幼児の姿 

身
近
な
環
境
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
領
域
「
環
境
」 

(1) 自然に触れて生活し，その大きさ，美しさ，不思議さなどに
気付く。 

○ 土に直接触れることによって，土の感触，素材の変化を楽しむ。 
○ 土を採取する場所によって，色や質感が違うことに気づく。 

(2) 生活の中で，様々な物に触れ，その性質や仕組みに興味や関
心をもつ。 

○ 水を使った土の選別方法を通し，土の性質の不思議さを楽しむ。 

(3) 季節により自然や人間の生活に変化のあることに気付く。 
− 

(4) 自然などの身近な事象に関心をもち，取り入れて遊ぶ。 ○ 掘り出したばかりの土と，乾燥させた土の色の違いに気づき，遊び
に取り入れる。 

(5) 身近な動植物に親しみをもって接し，生命の尊さに気付き，
いたわったり，大切にしたりする。 − 

(6) 日常生活の中で，我が国や地域社会における様々な文化や伝
統に親しむ。 

○ 伝統的な土の取り扱い方に触れ，遊びを通して日本の伝統文化に親
しむ。 

(7) 身近な物を大切にする。 ○ 自分で作った色々な質感の土や，パステル，クレヨンに愛着を持つ。 

(8) 身近な物や遊具に興味をもって関わり，自分なりに比べた
り，関連付けたりしながら考えたり，試したりして工夫して
遊ぶ。 

○ 雨上がりの水たまりのあとにできる，細かい粒子の泥との関連性に
気づく。 

(9) 日常生活の中で数量や図形などに関心をもつ。 ○ 土の採取や土作りを工夫する中で，分量の概念などに関心を持つ。 

(10) 日常生活の中で簡単な標識や文字などに関心をもつ。 
− 

(11) 生活に関係の深い情報や施設などに興味や関心をもつ。 ○ 新しい作り方，遊び方などについて，自分で見つけた情報を周囲の
友達と伝え合う。 

(12) 幼稚園内外の行事において国旗に親しむ。 
− 

感
性
と
表
現
に
関
す
る
領
域 

「
表
現
」 

(1) 生活の中で様々な音，形，色，手触り，動きなどに気付いた
り，感じたりするなどして楽しむ。 

○ 土に直接触れることによって，土の感触，素材の変化を楽しむ。 
○ 土を採取する場所によって，色や質感が違うことに気づく。 

(2) 生活の中で美しいものや心を動かす出来事に触れ，イメージ
を豊かにする。 

○ 土の色や質感を活用し，想像を巡らせて遊びを展開する。 

(3) 様々な出来事の中で，感動したことを伝え合う楽しさを味わ
う。 

○ 様々な土の色彩，質感，感触などを，言葉で伝え合う。 

(4) 感じたこと，考えたことなどを音や動きなどで表現したり，
自由にかいたり，つくったりなどする。 

○ 採取した土を使い，素材の面白さを感じながら，自由に表現を楽し
む。 

(5) いろいろな素材に親しみ，工夫して遊ぶ。 ○ 土や水の素材，道具，自然現象など，それぞれを組み合わせて工夫
しながら楽しむ。 

(6) 音楽に親しみ，歌を歌ったり，簡単なリズム楽器を使ったり
などする楽しさを味わう。 − 

(7) かいたり，つくったりすることを楽しみ，遊びに使ったり，
飾ったりなどする。 

○ 作ったクレヨンを使い，描いて遊ぶ。 
○ 素材の土の違いによる色の差を楽しみ，集めて楽しむ。 

(8) 自分のイメージを動きや言葉などで表現したり，演じて遊ん
だりするなどの楽しさを味わう。 

○ 土を食べ物などに見立てて，遊びを楽しむ。 
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接する大学の環境から得た土を素材として使用し
ている。土を使用した幼児の活動から，「環境」
領域の内容との関わりが深いことが示された。
　一方，「表現」領域についても，クレヨンを作
る過程，作ったクレヨンで描く，土のクレヨンを
チョコレートに見立てる様子など，領域との関わ
りが大きいことが明らかになった。
　本実践での土のチョコレート作りは一度のみで
あったが，これからも継続して取り組むことに
よって，今回の実践では見られなかった他の姿も
見取ることが出来るのではないだろうか。
　土のクレヨン作り以外の土プロジェクトでの取
り組み全体に目を向けると，土を起点として環境
領域の内容を網羅するような幼児の姿が見られ
る。
　さらに注目したいポイントは，土プロジェクト
開始から 1 年以上経過し，現在では異年齢の幼児
の関わりによって，土での遊びが継承されている
点である。教師や，ゲスト講師として関わった筆
者の提案を取り入れながら，幼児だけで遊びを伝
え合い，発展させるサイクルができつつあり，土
から派生する様々な環境にも興味を広げる様子も
うかがえた。
　今後の展開として，幼児同士の伝え合いによる，
自発的な遊びの継続や発展を目指し，そこから派
生する新しい遊びのヒントを，いかに普段の遊び
の中に散りばめていくかが重要になるだろう。

7．おわりに
　本研究では，土を起点とした子どもの活動の広
がりについて，環境教育と芸術表現，2 つの観点
から考察した。
　土は日常に溢れる，特に何の変哲もないありふ
れた素材ではあるが，改めてじっくりと目を向け
てみると，非常に表情豊かな存在であることを認
識することができた。
　子どもたちは，造形活動など，遊びを通して素
材の色や感触，匂いなど，様々な感覚器を活用し
て接することによって，素材の多様性に気づき，
人と物との対話を知る。そして，同時に他の友達
の感じ方の多様性にも気づき，子ども同士の伝え
合いの中から遊びを発展させ，人と人の対話につ
いて意識を広げる。
　人と自然がバランスのとれた，いい距離感で関
わり合うことで，文化の多様性，生物の多様性な
ど，それぞれを同時に実現できる。
　調和のとれた環境は，持続可能な社会，そして
環境を作り上げるために，必要不可欠なことだろ

う。これからの時代を担う子ども自身が，様々な
ことに興味を広げながら，心地よい場を見つけ，
創り出すことができるよう，我々大人はどのよう
なきっかけを提供することができるか，「環境と
芸術表現」をテーマとし，これからも研究を進め
たい。
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